
2023 年度 研修会のアンケート結果 

 

▶第 1 回 「排泄自立への援助」7 月 20 日（土）午前の部 10:00～12:00、午後の部 13:00～16:00 

 参加者：35 名（会員 18 名、非会員 17 名）（ラダーⅠ・Ⅱ：13 名、ラダーⅢ・Ⅳ：14 名） 

アンケート回答者：28 名 

  

【研修会の満足度】 

   

 ＜意見＞ 

・排泄についての考え方、意識が変わった。 

・新しい知識、自分だけでは思いつかない発想、取り組みを学ぶことができた。 

・排尿に関して悩んでいる内容はみんな同じで、自分たちだけではないと感じた。 

・様々な職場に所属している方とのセッションを通して、排泄ケアやその人らしい排泄について、

考えることができた。 

・オンラインで知らない方ばかりの中だと自発的に発言することはなかなか難しい中、ファシリテ

ーターの方々の配慮により意見を述べることができた。 

・講義・グループワークともに、もう少し時間があるとよかった。 

・具体的な事例を出してもらえると理解しやすかった。 

 

【今後の看護実践への活用】 

   

  ＜意見＞ 

・講演内容から実際の現場に置き換えて考える視点が見つかった。 

・排泄への関心、意欲が変わった。スタッフで共有していけたらと思う。 

・グループワークとその後の各グループからの発表、講師からのアドバイスの中に、すぐに行動で

きる内容があった。 

・根拠のあるアセスメントに役立つ話が多く、アセスメントの視点に活かせると思った。 

・現状の通りでよいことを確認できた。 

 



▶第 2 回 転倒転落の予防 2023 年 9 月 16 日(土) 午前の部 10:00～12:00、午後の部 13:00～16:00 

参加者：21 名（会員 12 名、非会員 9 名）（ラダーⅠ・Ⅱ：4 名、ラダーⅢ・Ⅳ：13 名） 

アンケート回答者：19 名 

  

【研修会の満足度】 

   

  ＜意見＞ 

  ・普段は考えられていなかった転倒の要因をより詳しく考える機会となった。 

  ・#転倒転落リスクを立案する機会を多く目にするが、リスク因子は何であるか、どのような介入が

必要であるかを改めて考える機会になった。 

・たくさんのグループワークがあり、とても刺激を受けた。 

・事例についてゆっくり振り返り、学ぶことができた。 

・身近な事例を通して、検討したため理解しやすかった。 

・久しぶりに対面で事例検討ができ、とても参考になった。 

・転倒した際にインシデントレポートやその後のカンファレンスをする上で、丁寧に確認ができて

いない現状があるが、検討する上での材料として非常に参考になった。 

 

 【今後の看護実践への活用】 

   

  ＜意見＞ 

・後輩指導や学生の実習指導に役立つ。 

・グループメンバーの方々が実践していることを取り入れてみようと思った。 

・明日からできる事を実践レベルで考えることができた。 

・自院ががんばっていることもわかって続けられると思った。 

・アセスメントやプランをたてる際の参考になり、病院で生かして行こうと思った。 

 

 ご参加いただいた皆様、アンケートにご協力いただいた皆様、ありがとうございました。 

今後も多くの皆様の参加をお待ちしております！ 


